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主たる研究テーマ 

Principal Research Subject  
開港期朝鮮の対日外交政策 

研究計画  Research Plan   

東アジアの国際関係が激動する開港期において、朝鮮外交はこれまで受け身で描かれがちであった。すな

わち朝鮮独自の構想や戦略については、十分な研究がなされていない。それは朝鮮が対峙した実際の外交懸

案についての具体的な分析が不足しているところに起因する。このような問題意識から、私は主に朝鮮が締

結した条約を手がかりに、朝鮮外交を再構成することに取り組んできた。 

開港期に日朝間で長期の外交交渉が行われた問題に、漁業問題がある。1883 年に「日朝通商章程」に漁

業に関する規程が盛り込まれると同時に「日本漁民取扱規則」が締結され、1889 年に「日本朝鮮両国通漁

規則」が締結されるが、それぞれの制定交渉過程、制定後の運用実態については、これまで明らかにされて

いない。特に、1883 年の動きについてはほとんど研究がないので、清に対して沿海漁業が認められた、朝

清商民水陸貿易章程の規定との関連性を軸に、問題の展開過程を跡づける作業を進めている。 
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